
「ニ一一口士心」

か
ら

「
温
柔
敦
厚
」

l
i
i朱
券
尊
に
お
け
る
政
治
と
文
学
l

i

は
じ
め
に
l

i文
学
の
自
律
に
つ
い
て
i
i

水
落
ち
て
石
出
。
つ
る
た
と
え
、
歴
史
の
大
河
が
激
し
い
瀬
を
な
し

て
流
れ
を
変
え
る
と
き
、
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
き
様
は
そ
の
根
元

ま
で
あ
ら
わ
に
な
る
。
と
り
わ
け
中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て
「
政

治
」
は
、
今
な
お
圧
倒
的
な
、
直
接
の
「
力
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
な

か
ん
ず
く
伝
統
詩
文
に
お
い
て
、
作
者
は
基
本
的
に
、
或
は
潜
在
的

に
官
僚
或
は
官
僚
有
資
務
者
だ
っ
た
伝
統
は
、
今
日
な
お
受
け
継
が

れ
て
い
て
、
「
政
治
」
は
「
文
学
」
に
と
っ
て
、
単
に
外
側
か
ら
の

崩
事
力
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
魂
の
内
側
に
お
い
て
も
強
い
倫
理
的
な

力
を
保
持
し
続
け
て
い
る
か
に
見
え
る
。

間
引
末
清
初
と
い
う
時
代
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
し
ば
し
ば
振
り
返

ら
れ
る
時
代
で
あ
り
、
江
左
の
士
大
夫
た
ち
は
、
と
り
わ
け
厳
し
く

個
の
生
の
選
択
を
間
わ
れ
た
人
達
だ
っ
た
。
そ
の
斯
江
の
後
輩
、
魯

"̂'-.. 

伊

藤

虎

九

迅
の
自
は
「
遺
老
」
に
厳
し
か
っ
た
が
、
彼
が
「
火
と
万
」
と
呼
び

お
く
り
な

「
聖
武
」
と
話
し
た
(
随
感
録
五
十
九
)
よ
う
な
、
む
き
だ
し
の
「
政

ハ
1
)

治
」
の
暴
力
の
前
で
、
彼
ら
が
「
文
学
(
或
は
学
問
)
の
自
律
性
」

を
ど
の
よ
う
に
自
覚
し
た
か
、
し
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
を
考
え
て
み

る
事
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

無
論
、
「
文
学
の
自
律
」
「
政
教
分
離
」
「
人
権
」
等
々
の
理
念
は

「
近
代
」
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
「
ヨ

i
ロ
ッ
パ
文
化
」
の
産
物

で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
十
七
、
八
世
紀
の
交
の
中
間
知
識
人

に
見
い
だ
せ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
に
「
似
た
も
の
1

一

は
、
梁
啓
超
が
『
務
代
学
術
概
論
』
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
な
ず
ら

え
た
こ
の
時
期
の
中
国
に
、
何
ら
か
の
形
で
見
い
だ
せ
な
い
か
。
そ

こ
に
ど
ん
な
可
能
性
と
ど
ん
な
挫
折
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
こ
こ

で
考
え
て
見
た
い
こ
と
で
あ
る
。

「
国
家
と
教
会
」
「
世
俗
と
真
理
」
等
々
の
原
理
的
分
離
(
即
ち

(104 ) 



「
超
越
」
の
存
在
)
と
い
う
文
化
と
は
伝
統
を
異
に
す
る
日
本
や
中

国
に
と
っ
て
、
「
近
代
」
の
普
通
約
原
理
を
「
接
木
」
す
べ
き
「
台

木
」
を
自
己
の
文
化
の
ど
こ
に
見
出
す
か
は
、
す
ぐ
れ
て
九

0
年
代

(
3〉

的
な
問
題
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

朱
弊
尊
、
字
は
錫
盤
、
号
は
竹
柁
(
一
六
二
九
・
明
崇
禎
二
年
J

一
七

O
九
・
清
康
問
一
回
八
年
)
。
文
学
史
的
に
は
銭
謙
益
・
呉
梅
村

ら
の
次
の
世
代
に
属
し
、
清
一
代
の
文
風
を
開
く
位
置
に
あ
る
。
彼

の
詩
論
・
文
論
・
詞
論
を
見
る
資
料
と
し
て
は
、
自
訂
の
詩
文
集

『
曝
知
一
間
亭
集
』
八
十
巻
か
ら
、
主
と
し
て
「
序
」
及
び
「
輩
出
」
か
ら

(
4
)
 

計
七
五
篇
を
用
い
、
そ
の
篇
名
は
番
号
を
付
し
て
巻
末
に
挙
げ
た
。

政
治
と
文
学
の
間

l

j
「
言
士
山
一
説
の
構
造
i
l

以
下
の
本
論
は
、
先
に
書
い
た
「
朱
葬
尊
『
高
念
祖
に
与
え
て
ヰ
討

を
論
ず
る
の
書
b
i
l
l
反
政
治
と
非
政
治
の
間
!
!
」
(
伊
藤
激
平

編
『
中
国
の
古
典
文
学
i

作
品
選
読
l
』
一
九
八
一
東
大
出
版
会
)

の
い
わ
ば
続
編
に
当
た
る
。
即
ち
、
そ
こ
で
見
た
朱
弊
尊
の
詩
論

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
質
し
、
或
は
し
な
か
っ
た
か
を
見
て
い

く
こ
と
が
、
本
稿
の
廿
一
正
当
た
り
の
テ
!
マ
で
あ
る
。
叙
述
の
必
要

上
、
初
め
に
前
稿
の
内
容
を
要
約
し
、
併
せ
て
多
少
の
資
料
を
補
足

し
て
お
き
た
い
。

(
一
)
「
詩
は
志
を
品
一
一
守
フ
一
朱
議
尊
の
詩
論
で
最
も
自
立
つ
の
は

「
一
富
士
心
」
(
「
性
情
」
や
「
情
」
が
「
士
心
」
と
同
じ
一
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
例
を
含
め
て
)
の
強
調
で
あ
る
(
*
倒
、
俗
、

ω、
ω、
ロ
、

辺
、
幻
、
お
、
初
、
弘
、
幻
l
*
印
の
後
の
数
字
は
門
註
〕
に
あ
げ

た
資
料
の
番
号
で
あ
る
。
以
下
向
じ
。
)

高
念
祖
へ
の
手
紙
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
彼
の
詩
論
の
骨
格
は
、
詩

は
「
志
i

一
、
即
ち
人
の
抱
く
「
己
む
べ
か
ら
ざ
る
!
一
真
情
の
吐
露
で

あ
っ
て
、
そ
の
志
ゆ
え
に
人
は
詩
に
「
美
刺
l

一
、
時
代
へ
の
褒
疑
の

一
背
中
を
箆
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ま
た
詩
は
政
教
に
益

あ
る
の
だ
。
つ
ま
り
「
一
一
一
一
口
志
」
説
を
「
美
刺
」
説
に
つ
な
ぎ
効
用
論

を
説
く
、
そ
の
限
り
で
は
儒
家
の
正
統
的
詩
論
の
粋
を
一
歩
も
出
て

p
k

、o

y
L
V

ゃ
ん
》
BV
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(
ニ
)
尊
唐
詩
派
こ
の
時
期
の
朱
葬
尊
の
立
場
を
『
曝
書
亭

」
一
全
体
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
と
、
主
早
停
一
「
吟
一
詠
情
性
」
の

強
調
を
軸
に
、
①
六
朝
詩
の
修
辞
主
義
を
斥
け
、
②
唐
詩
も
大
半
は

一
賦
景
」
に
長
ず
る
の
み
だ
と
し
、
た
だ
杜
甫
の
詩
の
「
本
あ
り
」

「
ー
綱
常
倫
理
の
自
に
関
わ
ら
ざ
る
は
な
い
」
の
を
、
唯
一
の
模
範
と

し
(
*
似
て
③
当
時
の
詩
壇
に
お
け
る
宋
元
詩
の
流
行
(
銭
謙
益

の
鼓
吹
の
結
果
と
言
わ
れ
る
)
を
激
し
く
攻
撃
す
る
(
串
侃
、
問
、

初、

ω、
お
、
弘
、
叩
州
、
幻
、
却
、
必
、
訪
、
幻
)
。
④
拐
詩
で
は
、

正
答
を
最
盛
と
し
李
夢
揚
(
献
士
口
)
鄭
善
夫
(
継
之
)
の
み
を
、
社



甫
の
「
憂
時
」
の
精
神
を
継
ぐ
も
の
と
し
(
申
但
)
、
嘉
靖
以
後
の

格
調
派
の
模
擬
と
千
編
一
律
を
批
判
(
牢
幻
、
日
)
。
⑤
同
時
に
、

公
安
派
を
も
「
卑
擁
浅
僅
」
(
串
必
)
「
無
学
」
(
二
必
)
と
呼
び
、

⑥
当
時
流
行
の
立
九
段
派
を
と
り
わ
け
厳
し
く
攻
撃
す
る
が
(
ニ
必
、

日
)
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
「
啓
・
禎
死
事
の
一
位
、
復
社
文
章
の
士
」

の
表
揚
に
努
め
る
(
牢

ω
)
:
:
:
。
こ
の
時
期
の
朱
葬
尊
の
詩
論
の

特
色
は
、
詩
に
芸
術
的
な
「
興
趣
」
ょ
っ
道
徳
的
な
「
内
容
」
(
社

甫
の
よ
う
に
「
本
」
が
あ
り
「
縞
常
倫
紀
の
自
に
関
わ
る
」
こ
と
)

を
要
求
し
、
し
か
も
杜
甫
一
人
以
外
は
一
切
認
め
な
い
と
い
う
に
近

い
一
種
の
「
窮
屈
」
な
態
度
に
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
彼
の
「
言
志
」

を
強
調
す
る
詩
論
は
、
同
じ
く
尊
唐
詩
派
と
言
わ
れ
て
も
、
王
漁
洋

の
「
神
韻
説
」
と
は
体
系
的
に
対
立
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ

は
後
に
周
作
人
が
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
中
国
文
学
史
を
「
一
一
一
一
日

志
」
派
と
「
載
道
」
派
と
の
二
つ
の
流
れ
の
消
長
と
し
て
と
ら
え
た

時
の
「
ヰ
一
一
口
士
山
」
と
は
反
対
に
、
む
し
ろ
「
載
道
」
派
の
倫
理
的
政
治

主
義
に
近
い
側
面
を
持
っ
て
い
た
。

「
山
沢
に
鳩
山
惇
せ
る
人
々
」
の
文
学
こ
の
よ
う
な
一
種

「
窮
屈
」
な
道
徳
的
政
治
主
義
(
「
載
道
」
主
義
)
の
背
景
に
は
、
明

末
の
東
林
党
・
復
社
以
来
の
正
義
派
的
な
反
体
制
政
治
運
動
の
伝
統

が
あ
っ
た
(
そ
れ
が
漁
洋
と
「
南
朱
北
王
」
と
並
称
さ
れ
た
と
き
の

「
南
」
の
意
味
だ
っ
た
だ
ろ
う
)
。
ま
た

i
「
美
刺
ー
一

i
「政

(一一一)

教
へ
の
効
用
」
を
強
調
す
る
一
見
あ
り
ふ
れ
た
詩
論
の
背
に
は
、
明

末
清
初
の
陰
楼
苛
酷
な
時
代
と
反
清
抵
抗
運
動
と
深
く
関
わ
っ
た
朱

券
尊
自
身
の
生
々
し
い
体
験
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
が
「
詩
は
志

を
言
う
」
と
い
う
時
の
「
士
と
と
は
、
最
も
具
体
的
に
言
え
ば
、
現

に
殉
じ
、
官
を
捨
て
た
「
山
沢
樵
惇
之
土
」
(
『
感
蓄
集
序
』
)
「
臨
憂

失
志
之
土
」
(
立
)
の
「
国
難
に
遭
い
君
臣
師
友
を
失
っ
た
深
い
悲

し
み
」
や
「
あ
ら
わ
に
は
人
に
言
い
難
い
隠
痛
」

(
8
)
で
あ
り
、

彼
自
身
が
、
二
十
代
の
半
ば
か
ら
「
十
年
の
問
、
凡
そ
与
に
詩
歌
溜

諜
せ
る
者
」
ハ
9
)
た
ち
と
共
有
し
た
「
抗
志
山
棲
」
の
志
(
「
寄
屈

五
金
陵
」
詩
)
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

(
四
)
「
必
伝
の
業
」
と
し
て
の
文
学
こ
の
よ
う
に
朱
券
尊
は

殉
節
の
土
や
遺
老
た
ち
の
「
志
」
に
深
い
共
感
を
抱
い
て
い
た
が
、

し
か
し
、
無
条
件
に
彼
ら
に
同
調
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
の
「
士
と

は
実
は
《
政
治
》
に
あ
っ
て
、
詩
、
郎
ち
《
文
学
》
そ
の
も
の
に
は

な
い
の
に
対
し
て
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
は
「
詩
・
古
文
辞
」
は
、

官
僚
と
し
て
の
立
身
の
道
を
捨
て
た
代
わ
り
に
、
我
が
「
名
」
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
「
必
伝
の
業
」
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
う
(
*
立
)
。
こ

こ
で
彼
は
、
清
に
仕
え
官
途
に
つ
い
た
「
達
住
者
」
の
「
判
般
(
文

書
事
務
ど
と
、
仕
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
「
失
志
の
土
」
の
「
時

を
漬
ワ
俗
を
嫉
む
磁
路
変
雅
の
体
」
と
を
、
と
も
に
彼
が
目
指
す

「
必
伝
の
業
」
た
る
「
風
雅
」
と
は
区
別
し
て
い
る
。
つ
ま
り
《
文

( 106) 



尚
子
》
は
、
体
制
、
反
体
制
の
一
両
方
を
含
め
た
《
政
治
》
の
道
と
別
に
、

彼
が
自
覚
的
に
選
ん
だ
第
三
の
道
だ
っ
た
。
後
に
彼
は
『
春
秋
左
氏

伝
』
に
見
え
る
「
一
ニ
不
朽
」
の
説
を
引
い
て
「
立
善
一
口
」
(
学
問
・
文

学
)
と
寸
立
功
」
(
政
治
)
を
対
置
し
「
経
術
を
談
る
者
」
を
「
寄
生

々
々
」
と
パ
カ
に
し
、
「
文
章
を
無
用
の
物
と
見
な
し
富
貴
は
以
て

人
に
隣
る
に
足
る
」
と
思
っ
て
い
る
「
利
達
の
土
」
に
向
っ
て
、

「
百
年
後
の
公
論
」
は
爵
禄
の
上
下
で
人
の
賢
不
肖
を
決
め
は
し
な

い
、
と
(
申
問
)
。

(

五

)

「

反

政

治

」

の

文

学

的

自

覚

彼

の

「

志

」

は

反
清
運
動
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
意
味
で
彼
の
文
学
を
《
非
政
治
》
的
と

は
一
一
一
一
口
え
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、
彼
に
と
っ
て
文
学
は
「
達
仕
の

土
」
「
利
達
の
土
」
の
み
な
ら
ず
「
幽
愛
失
志
の
士
」
と
も
別
の
道

を
選
ぶ
事
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
は
こ
れ
を
《
反
政
治
》

の
文
学
と
呼
び
た
い
の
で
あ
る
。

事
実
に
即
し
て
言
え
ば
、
彼
が
「
科
挙
を
捨
て
て
詩
@
古
文
辞
を

学
ん
だ
」
の
が
、
反
清
の
抵
抗
の
(
政
治
的
)
一
意
志
表
現
だ
っ
た
こ

と
は
疑
え
な
い
が
、
同
時
に
こ
の
決
心
は
、
数
え
十
七
歳
で
明
滅
亡

を
迎
え
る
二
年
程
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
(
『
静

志
居
詩
話
』
巻
二
十
二
)
。
彼
は
一
面
で
は
東
林
@
復
社
の
抵
抗
の

伝
統
を
継
ぎ
つ
つ
、
二
回
で
は
彼
ら
の
過
激
な
政
治
主
義
と
党
派
主

へ
の
強
い
(
反
政
治
的
)
批
判
を
も
、
父
親
な
ど
か
ら
受
け
継
い

つ
ま
り
、

で
い
た
(
「
話
山
集
序
」
そ
の
他
)
。
中
国
知
識
人
に
と
っ
て
、
「
政

治
」
と
は
具
体
的
に
は
ま
ず
官
僚
と
し
て
の
「
立
功
」
で
あ
り
、
復

社
を
は
じ
め
と
す
る
文
社
の
基
本
性
格
は
科
挙
の
為
の
文
章
の
評
選

機
関
だ
っ
た
。
科
挙
を
通
じ
て
自
派
の
官
僚
を
官
界
に
送
り
込
む
こ

と
は
、
彼
ら
の
政
治
活
動
の
大
事
な
側
面
だ
っ
た
。
無
論
彼
ら
は
正

義
派
だ
っ
た
。
そ
の
「
志
」
は
朱
葬
尊
も
表
揚
す
る
。
だ
が
、
政
治

的
正
義
派
特
有
の
党
派
(
集
団
)
性
と
「
過
激
」
と
に
、
彼
は
「
家

風
」
と
し
て
批
判
的
だ
っ
た
。
ー
!
こ
れ
が
彼
の
「
一
一
一
一
口
志
」
説
に
お

け
る
《
政
治
と
文
学
》
の
構
造
だ
っ
た
。

彼
に
お
い
て
(
及
び
「
古
文
辞
」
「
古
文
」
「
六
経
ー
一
)
は
、

「
時
文
ー
一
(
科
挙
、
即
「
政
治
的
」
な
立
身
の
た
め
の
八
段
文
)
と
対

寵
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
詩
は
「
時
文
と
異
な
り
、
衆
人
に
雷
同

せ
ず
し
て
後
伝
わ
る
」
(
申
一
位
)
と
い
い
、
「
立
功
は
人
に
侍
り
、
立

言
は
己
れ
に
在
り
」
〈
*
山
口
)
と
い
う
言
葉
に
は
、
復
社
等
の
政
治

運
動
の
党
派
的
な
集
盟
主
義
に
対
す
る
批
判
と
、
個
人
に
基
礎
を
置

く
《
文
学
の
自
律
》
、
少
な
く
と
も
そ
れ
に
「
似
た
」
ギ
リ
ギ
リ
の

自
己
主
張
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
朱
葬
尊
が
明
滅

亡
後
郷
里
に
あ
っ
て
、
そ
の
文
学
的
生
涯
の
出
発
点
に
お
い
て
、
文

社
の
交
わ
っ
を
一
切
謝
絶
し
「
一
一
汗
・
古
文
辞
ー
一
に
「
百
年
後
」
の

「
名
」
を
賭
け
た
事
は
、
彼
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
「
反
」
政
治
・

反
党
派
的
な
行
為
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
反
政
治
」
か
ら
「
非
政
治
」

'̂-

1
1
1
詩
と
学
問
と
詩
i
i
i

清
朝
の
江
南
知
識
人
へ
の
弾
圧
が
あ
い
継
い
だ
中
で
、
券
尊
は
直

接
の
抵
抗
運
動
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
呉
、
越
、
嶺
南
を
往
来

し
て
反
体
制
知
識
人
と
、
深
い
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
や
が
て
「
通
海
の

案
」
で
二
人
の
友
が
刑
死
し
、
彼
ら
山
陰
梅
市
の
郡
彪
佳
の
寓
霞
に

〈

5
〉

集
ま
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
に
弾
圧
が
及
ん
だ
後
、
務
尊
は
逃
れ
る
よ

う
に
山
西
の
曹
溶
の
幕
下
に
赴
く
。
康
照
三
年
、
時
に
年
三
十
六
で

あ
る
。
そ
れ
は
桂
王
が
殺
さ
れ
反
清
抵
抗
運
動
が
ほ
ぼ
終
息
に
追
い

込
ま
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
(
『
与
高
念
極
論

詩
書
』
は
こ
の
年
に
書
か
れ
て
い
る
)
。
彼
の
'
身
世
は
大
き
な
転
機

を
迎
え
、
以
後
約
十
五
年
間
、
「
飢
寒
に
迫
ら
れ
」
、
幕
客
と
し
て
全

国
を
転
々
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
時
以
後
、
交
友
の
範
屈
は
大

き
く
入
れ
変
わ
り
、
各
地
の
名
士
、
遺
老
と
の
間
に
交
わ
り
を
広

げ
、
顧
炎
武
ら
と
共
に
在
野
の
知
識
人
と
し
て
の
名
声
は
一
世
に
高

く
な
る
。
か
く
て
康
問
…
一
七
(
同
ミ
∞
)
康
問
問
帝
が
博
学
鴻
詞
科
を
開

い
た
時
の
、
最
大
の
標
的
の
一
人
は
彼
だ
っ
た
と
い
う
。
召
に
応
じ

た
彼
は
、
天
子
自
身
に
よ
っ
て
第
一
等
に
簡
抜
さ
れ
て
翰
林
続
検
討

に
除
せ
ら
れ
、
「
踏
に
乗
り
て
史
舘
に
入
り
二
『
明
史
』
の
纂
修
に

参
画
す
る
:
:
:
。
こ
う
し
た
時
代
と
境
遇
の
変
化
の
中
で
彼
の
文
学

の
上
に
何
が
起
こ
っ
た
か
。

(
ご
詩
嵐
の
変
遷
朱
葬
尊
は
晩
年
に
な
っ
て
、
向
郷
の
友
人

謬
永
謀
の
集
に
序
を
書
い
て
、
そ
の
中
で
自
分
の
一
生
の
詩
風
の
変

遷
を
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
十
七
歳
で
始
め
て
詩
を
作
り
始
め
た
填
は
、
永
謀
ら
と
共

に
、
流
行
の
克
陵
派
や
格
調
派
を
嫌
い
、
『
文
選
』
や
『
楽
府
詩
集
』

を
学
び
、
同
郷
の
仲
間
が
唱
和
し
合
っ
て
「
東
南
の
隠
君
子
」
の
間

で
評
判
に
な
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
れ
は
年
譜
の
上
で
は
、
明

滅
亡
後
の
約
十
年
間
に
当
た
る
。
そ
の
あ
と
郷
里
を
出
て
各
地
を
遊

歴
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
詩
風
は
六
た
び
変
わ
っ
た
と
き
口
う
。

ご
変
し
て
騒
議
と
な
り
、
再
変
し
て
関
塞
の
音
と
な
り
、
三
変

し
て
呉
倫
相
い
雑
え
、
四
変
し
て
応
部
の
体
と
な
り
、
五
変
し
て

放
歌
を
成
し
、
六
変
し
て
漁
師
自
父
の
語
と
な
り
、
山
花
い
に
未
だ

一
家
の
一
吉
を
成
さ
ず
o
t
一
(
*
印
)
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こ
れ
ら
は
伝
記
の
上
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
呉
越
の
間
を
往
来
し
て
、

明
に
殉
じ
て
山
野
に
隠
れ
た
人
達
や
反
清
運
動
の
志
士
た
ち
と
交
わ

り
を
結
ん
だ
十
年
、
幕
客
と
し
て
山
西
の
大
向
や
代
州
に
い
た
時

期
、
同
じ
く
江
の
南
北
を
往
来
し
た
持
期
、
博
学
鴻
詞
科
に
応
じ
て

出
仕
し
た
時
期
、
そ
し
て
「
五
変
寸
「
六
変
」
は
、
郷
里
に
退
き
、

や
が
て
後
に
四
産
援
要
が
「
惟
だ
暮
年
は
老
紘
一
十
縦
横
、
天
真
繍
漫
、

惟
だ
一
定
の
造
る
所
、
頗
る
努
設
に
乏
し
」
と
ヰ
一
一
口
う
時
期
に
、
当
た
っ



て
い
る
だ
ろ
う
。

(
ニ
)
狭
随
か
ら
博
覧
へ
前
に
克
た
「
与
高
念
祖
論
詩
警
」
は
、

こ
こ
に
一
一
一
一
口
う
寸
二
変
」
の
初
め
の
時
期
に
警
か
れ
て
い
る
。
そ
の
詩

論
は
専
ら
「
志
」
を
強
調
し
、
杜
甫
以
外
は
一
切
認
め
な
い
と
一
言
わ

ん
ば
か
り
の
窮
屈
さ
が
一
つ
の
特
徴
だ
っ
た
(
そ
し
て
そ
の
窮
屈
さ

の
背
後
に
は
彼
自
身
の
反
清
の
「
士
と
が
あ
っ
た
)
。
そ
の
後
交
友

を
広
げ
る
中
で
、
例
え
ば
王
漁
洋
が
、
券
尊
に
宋
詩
を
薦
め
、
唐
詩

に
劣
ら
ぬ
絶
句
数
十
首
を
選
ん
で
示
し
た
と
い
っ
た
挿
話
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
(
『
池
北
偶
談
』
巻
十
九
)
、
中
年
以
後
の
変
化
の
基
本

的
な
方
向
の
一
つ
は
、
詩
風
の
幅
'
を
広
げ
て
っ
た
こ
と
に
あ
っ

た。

「
予
少
く
し
て
詩
を
学
ぶ
に
、
漢
貌
六
朝
三
唐
の
人
の
に
非

ea
こ
ル
匂

ざ
れ
ば
道
う
な
く
、
材
を
選
ぶ
に
も
良
に
精
し
き
を
以
て
し
、
積

も
縦
墨
に
中
ら

e

さ
れ
ば
、
別
ち
堺
け
て
こ
れ
を
遠
ざ
く
:

「
中
年
紗
書
を
好
み
、
:
・
(
中
略
)
:
・
こ
こ
に
お
い
て
縁
情
体

止
ま

物
、
ま
た
少
き
時
の
臨
き
が
ご
と
く
な
ら
ず
、
惟
だ
自
ら
心
に
験

る
の
み
。
」

「
子
、
故
に
詩
を
論
ず
る
に
必
ず
材
を
取
る
こ
と
博
き
者
を
尚

し
と
為
す
。
」
(
*
お
)

こ
れ
は
明
ら
か
に
若
き
日
の
「
窮
屈
」
な
態
度
(
つ
ま
り
、
あ
る

こ
だ
わ
り
)
の
放
楽
で
あ
る
。

も
と
も
と
「
一
一
一
一
口
志
」
の
主
張
は
、
自
己
の
「
己
む
を
得
ざ
る
」
の

情
を
重
ん
ず
る
所
か
ら
、
「
模
擬
」
や
「
雷
同
」
を
斥
け
(
申

2
、

弘
、
お
)
、
「
格
律
」
や
「
流
派
」
を
関
わ
ず
(
*
紅
、
位
、

μ
、

お
)
、
「
専
ら
一
人
だ
け
を
師
と
す
る
こ
と
を
し
な
い
(
不
専
師
一

家
)
」
こ
と
(
お
)
、
「
広
く
学
問
を
積
み
(
博
覧
)
」
(
位
、
ぬ
)
「
多

z
闘
を
以
て
師
と
為
す
」
(
位
、
幻
)
と
い
う
方
向
に
つ
な
が
る
論
理

を
含
ん
で
い
た
。
宋
詩
派
或
は
公
安
派
の
流
行
を
非
難
す
る
場
合
に

も
、
「
博
覧
を
事
と
せ
ず
、
専
ら
宋
の
楊
・
陸
の
み
を
師
と
し
」
(
ぬ
)

と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
、
逆
に
「
上
は
漢
貌
六
朝
か
ら
下
は
宋

一
克
明
に
至
る
ま
で
」
併
せ
学
ぶ
場
合
に
は
む
し
ろ
賞
賛
し
(
牢
幻
)
、

必
ず
し
も
宋
詩
を
排
除
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
変
化
は
、
実
は
、
単
に

「
師
と
す
る
」
も
の
の
範
囲
が
博
く
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

「
博
覧
」
を
重
ん
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
を
「
部
と
す
る
」
こ

と
自
体
の
放
素
で
あ
る
。
さ
り
と
て
「
自
ら
心
に
喰
る
の
み
」
と
い

う
の
は
、
「
五
回
が
志
を
言
う
一
こ
と
を
重
ん
じ
、
模
擬
を
排
し
て
「
一

師
を
部
と
し
な
い
」
と
い
う
の
と
も
ち
が
う
。
そ
も
そ
も
尊
唐
詩
派

と
い
い
、
と
り
わ
け
そ
の
詩
が
「
一
と
し
て
縞
常
倫
紀
の
自
に
関
わ

ら
ざ
る
は
な
い
」
と
し
て
社
甫
一
人
を
取
る
と
い
い
、
そ
の
「
狭
隆

さ
ー
一
は
、
そ
の
背
後
に
、
一
一
言
う
べ
き
「
吾
が
志
」
に
か
か
わ
る
こ
だ

わ
り
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
事
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
朱
弊
尊
の
場



合
、
そ
れ
は
、
明
の
滅
亡
と
東
南
知
識
人
の
反
体
制
的
・
正
義
派
的

政
治
主
義
へ
の
こ
だ
わ
り
だ
っ
た
。
狭
強
か
ら
博
覧
へ
の
変
化
の
過

程
は
、
そ
の
こ
だ
わ
り
の
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
風
化
の
過

程
を
諮
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

無
論
こ
れ
は
、
表
現
上
修
辞
上
の
問
題
で
あ
る
。
「
士
と
を
一
言
う

た
め
の
「
材
を
取
る
」
際
の
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
「
一
一
呂
志
」
の
主
張

の
放
棄
を
意
味
し
て
は
い
な
い
し
、
自
ら
の
「
士
と
そ
の
も
の
を
捨

て
た
《
転
向
》
と
は
言
い
得
な
い
。
だ
が
、
今
か
れ
の
中
で
、
確
か

に
何
か
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

(
一
一
一
)
詩
と
学
問
l
l
i
「
紗
設
ど
か
ら
「
学
人
の

こ
こ
で
、
彼
自
身
こ
う
し
た
変
化
の
契
機
と
し
て
、
上
の
引
用
の
中

略
部
分
に
「
中
年
よ
り
紗
撃
を
好
み
、
通
籍
(
仕
官
)
以
後
は
、
史

館
に
儲
う
る
一
助
や
、
京
師
の
学
土
大
夫
の
秘
蔵
す
る
一
助
の
も
の
は
、

必
ず
借
り
て
こ
れ
を
録
し
:
:
:
帰
出
以
後
は
愈
々
紗
警
に
努
め
、
限

あ
れ
ば
椛
ち
翻
覧
し
、
恒
に
資
し
て
以
て
詩
材
と
な
す
:
:
:
」
と
い

う
こ
と
を
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
紗
警
は
当
時
と
り
わ
け
盛
ん
に
行
わ
れ
た

学
問
の
方
法
の
一
つ
だ
っ
た
。
朱
務
尊
の
潜
采
堂
の
紗
本
は
毛
氏
汲

古
関
や
銭
氏
純
雲
楼
の
紗
本
に
は
及
ば
ず
と
も
、
徐
乾
学
の
伝
是
楼

や
恵
椋
の
紅
一
丘
一
斎
の
そ
れ
と
並
ぶ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
の
熱
心

ぶ
り
は
幾
つ
も
の
逸
話
を
残
し
て
い
る
ほ
ど
で
、
『
書
林
清
話
』
は
、

「
竹
柁
の
好
学
、
古
今
に
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
努
力
が
、
『
経
義
考
』
三
十
日
巻
『
呂
下
回
開
』
四
十
二
巻

等
の
清
朝
考
在
学
の
先
駆
と
さ
れ
る
業
績
を
生
み
、
ま
た
『
絶
妙
好

詩
』
を
は
じ
め
と
す
る
詞
集
の
発
掘
と
な
り
、
『
詞
綜
』
三
十
巻
、
を

生
み
、
現
代
に
殆
ど
滅
ん
だ
詞
の
復
興
に
も
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
紗
笠
岡
」
は
ま
だ
学
問
と
は
呼
べ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、

こ
う
し
た
過
程
を
額
炎
武
ら
と
の
交
友
と
併
せ
て
見
て
行
く
持
、
反

清
抵
抗
運
動
の
控
訴
の
中
か
ら
、
後
の
清
朝
撲
学
が
育
っ
て
来
る
意

味
合
い
も
納
得
さ
れ
る
思
い
が
あ
る
。
今
、
詩
論
の
問
題
に
限
っ
て

言
え
ば
、
こ
れ
は
、
否
応
も
無
い
風
化
や
屈
折
を
せ
ま
ら
れ
た
明
末

清
初
の
知
識
人
の
、
言
わ
ば
政
治
的
な
反
清
の
「
志
」
が
、
次
第
に

非
政
治
的
な
「
学
問
」
へ
の
清
熱
と
入
れ
代
わ
っ
て
行
く
過
程
で
あ

っ
、
そ
れ
は
「
学
問
」
が
(
先
の
「
志
」
と
少
し
ず
つ
入
れ
代
わ
っ

て
〉
「
詩
」
と
の
結
び
付
き
を
深
め
て
行
く
過
程
で
あ
っ
た
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。
彼
自
身
、
曹
溶
の
詩
が
「
多
師
を
郎
と
し
」
と
す
る

苓
を
一
一
一
一
口
う
論
理
の
中
で
、
こ
う
奮
い
て
い
る
。

「
今
の
詩
家
の
空
政
浅
薄
は
、
皆
厳
儀
郷
(
羽
)
の
『
詩
有
別
才

産
関
学
』
の
一
一
m
m
こ
れ
を
啓
く
。
天
下
査
に
学
を
舎
き
て
詩
を
ヰ
一
一
口

う
の
理
あ
ら
ん
や
O

L

(

*

必
)

こ
こ
に
一
一
一
一
?
っ
立
と
が
基
本
的
に
は
道
徳
の
学
(
六
経
)
で
あ
る

事
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
先
の
三
一
一
早
芯
」
の
立
場
か
ら
の
、
宋
一
克
詩

(110 ) 



の
流
行
(
あ
る
い
は
「
興
越
」
の
重
視
)
へ
の
批
判
と
矛
盾
は
し
な

い
。
し
か
し
こ
こ
は
、
そ
う
し
た
倫
理
的
政
治
主
義
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
詩
と
学
問
が
(
非
政
治
的
な
意
味
で
)
切
り
離
せ
な
い
こ
と

の
主
張
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
一
回
庫
全
害
総
自

提
安
』
(
巻
一
百
七
十
一
ニ
「
曝
喜
一
手
集
」
)
の
次
の
よ
う
な
言
い
方

は
、
そ
の
事
を
袈
付
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
:
:
:
#
尊
未
だ
翰
林
に
入
ら
ざ
り
し
時
、
嘗
て
其
の
行
誌
を
編

み
て
円
竹
陀
iX
類
』
を
為
る
。
王
土
禎
為
に
序
を
作
り
、
其
の
、
氷

一
主
主
討
中
の
「
南
亭
」
「
西
射
泣
」
「
孤
娯
!
一
「
樫
渓
」
の
諾
篇
を
極

称
す
。
然
れ
ど
も
走
の
時
は
僅
か
に
王
・
孟
を
規
抑
い
す
る
の
み
に

て
、
未
記
長
と
す
る
所
を
尽
さ
ず
。
其
の
中
歳
以
還
に
至
り
て

は
、
別
ち
学
問
愈
々
博
く
風
骨
愈
々
壮
ん
に
し
て
、
長
編
険
韻
奇

を
出
し
て
窮
ま
り
な
し
、
組
執
信
『
談
竜
録
』
国
朝
の
詩
を
論
じ
、

弊
尊
及
び
王
土
禎
を
大
家
と
為
す
。
謂
く
、
王
の
才
は
高
く
し
て

学
以
て
こ
れ
に
副
う
る
に
足
る
。
朱
の
学
は
博
く
し
て
才
以
て
こ

れ
を
運
ら
す
に
足
る
:
・
:
と
。
亦
た
公
論
な
り
に

こ
れ
は
朱
券
尊
の
詩
.
風
の
変
化
を
一
一
呂
っ
た
と
い
う
以
上
に
、
四
庫

提
要
の
著
者
ら
に
は
既
に
詩
壊
の
本
流
だ
っ
た
、
所
謂
《
学
人
の

詩
》
の
成
立
を
称
え
た
も
の
、
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

ミ

O

、刀

(
由
)

「
言
志
」
か
ら
「
温
柔
敦
厚
」
へ

こ
う
し
て
、
学
問
と

の
結
び
付
き
を
深
く
し
つ
つ
詩
風
の
完
成
を
見
る
過
程
で
、
詩
論
に

つ
い
て
私
の
注
意
を
引
い
た
こ
と
は
、
「
温
柔
敦
厚
」
と
い
う
言
葉

で
あ
る
。
『
曝
書
亭
集
』
中
で
詩
論
を
見
得
る
文
章
四
十
七
篇
中
、

こ
の
一
一
一
一
口
業
が
見
え
る
も
の
は
、
管
見
で
は
五
篇
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
う
ち
二
第
(
ネ
刀
、
お
)
は
、
康
照
二
十
年
前
後
、
帰
回

以
後
の
作
で
あ
り
、
そ
の
他
の
三
篇
(
本

M
、
お
、
犯
)
も
ほ
ぼ

「
中
年
」
以
後
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
上
に
見
た
、

反
清
運
動
挫
折
後
の
、
詩
風
の
変
化
に
見
合
う
詩
論
の
変
化
が
見
て

取
れ
な
い
か
。

「
立
つ
夫
れ
詩
な
る
者
は
、
情
に
縁
り
て
以
て
言
を
為
し
、
こ
れ

を
政
に
通
ず
可
き
者
な
り
。
君
読
果
の
微
に
其
の
裁
を
忘
れ
ず
、

山
水
の
瀞
に
惟
だ
阪
を
走
れ
憧
れ
み
、
一
間
も
又
た
朋
友
に
篤
く
、

居
る
者
に
は
其
の
来
た
ら
ん
こ
と
を
思
い
、
来
た
る
者
は
こ
れ
を

留
め
て
去
ら
し
め
ず
、
懐
旧
の
感
言
表
に
溢
る
。
其
の
情
を
用
う

る
や
撃
な
れ
ば
、
斯
に
す
な
わ
ち
温
柔
敦
厚
の
教
え
生
ず
。
宜
な

る
か
な
、
こ
れ
を
政
に
通
ず
れ
ば
政
挙
が
り
、
こ
れ
を
民
に
施
せ

ば
民
其
の
撞
悌
を
楽
し
む
」
(
牢
幻
「
憶
雪
楼
詩
序
」
)

「
・
:
・
其
の
師
友
に
篤
き
こ
と
是
く
の
若
し
。
故
に
其
の
詩
た

る
や
、
纏
税
俳
側
、
温
柔
敦
厚
の
遺
を
失
わ
ず
」
(
*
幻
「
銭
学

士
詩
序
ー
一
)

「
故
に
一
註
討
を
一
読
す
る
者
、
必
ず
先
ず
其
の
人
を
論
ず

0

・
:
:
凡
そ
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詩
人
の
自
を
受
く
可
き
者
、
類
と
し
て
皆
温
柔
敦
厚
に
し
て
愚
な

ら
ざ
る
者
な
り
」
(
プ
μ
「
高
舎
人
詩
序
」
)

「
:
:
:
予
こ
れ
を
読
ん
で
巻
を
終
わ
る
。
温
柔
敦
厚
孝
友
の
風
、

言
表
に
、
溢
る
」
(
牢
お
「
張
君
詩
序
」
)

「
(
梅
公
先
生
の
)
詩
は
別
ち
努
め
て
正
始
を
追
い
、
温
柔
敦
厚

こ
れ
を
出
し
て
窮
ま
ら
ず
」
(
本
初
「
右
題
集
序
」
お
)

ま
ず
第
一
に
、
少
な
く
と
も
上
の
四
条
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ

の
、
『
礼
記
』
「
経
解
」
篇
に
基
づ
く
「
温
柔
敦
厚
」
な
る
語
の
こ
こ

で
の
意
味
が
、
作
者
の
人
柄
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
民
を
あ
わ
れ
み
、
親
属
を
忘
れ
ず
、
師
友
を
思
う
暖
か
い

心
、
篤
実
な
人
柄
、
そ
れ
が
こ
こ
で
の
「
温
柔
敦
厚
」
の
中
心
的
な

意
味
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
言
わ
ば
私
的
で
あ
り
非
政
治
的
で
あ

る
。
「
温
柔
敦
厚
」
と
言
え
ば
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
後
の
乾
隆

期
の
沈
徳
潜
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
の
一
一
一
一
口
業
に
持
た
せ
た
政
治
的
・
体

制
教
学
的
な
意
味
と
、
朱
梯
尊
の
こ
こ
で
の
用
例
と
の
間
に
は
、
な

お
か
な
り
の
距
離
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

更
に
、
こ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
「
銭
学
士
詩
序
」
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
詩
の
本
質
を
《
縁
情
》
の
作
と
規
定
し
「
真
撃
な
《
精
》

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
詩
の
社
会
的
政
治
的
効
用
性
に
通
ず
る
」
と
い

う
議
論
は
、
既
に
見
た
「
与
古
川
念
祖
論
詩
書
」
の
よ
う
に
、
詩
の
本

質
を
《
ヰ
一
一
口
志
》
と
呼
ん
で
、
詩
三
百
五
篇
に
「
美
制
約
」
が
あ
る
の
は
、

み
な
「
己
む
べ
か
ら
ざ
る
」
患
い
か
ら
出
た
事
で
、
だ
か
ら
こ
そ
社

会
的
政
治
的
効
用
性
を
も
つ
の
だ
と
い
う
議
論
(
「
そ
れ
惟
だ
己
む

べ
か
ら
ざ
る
に
出
づ
、
故
に
色
を
好
み
て
淫
せ
ず
、
怨
排
し
て
乱
せ

ず
、
こ
れ
を
言
う
者
は
罪
無
く
、
こ
れ
を
聞
く
者
は
以
て
戒
め
と
す

る
に
足
る
。
後
の
君
子
こ
れ
を
読
め
ば
世
治
の
、
行
盤
、
政
事
の
得

失
、
み
な
考
え
見
る
べ
し
:
:
:
」
)
と
よ
く
似
た
論
理
に
な
っ
て
い

る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
実
は
、
あ
る
か
な
り
大
き
な
変
化
が
認
め
ら

れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

既
に
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
「
与
高
念
祖
論
詩
書
」
で
は
、
詩
経
の

《
一
一
一
一
口
志
》
の
作
と
対
比
し
て
貌
晋
以
後
の
《
縁
矯
》
の
作
(
「
詩
を
指

し
て
縁
清
の
作
と
為
し
、
専
ら
締
爆
を
以
て
事
と
為
す
:
:
:
」
)
を

厳
し
く
斥
け
て
い
た
。
そ
こ
で
は
《
情
》
は
〈
「
関
一
鹿
児
女
子
之
思
」

の
よ
う
に
)
会
心
》
に
比
べ
て
よ
り
多
く
私
的
・
感
性
的
(
そ
の
意

味
で
人
間
が
一
般
的
に
も
つ
も
の
)
で
あ
り
、
《
志
》
は
よ
り
多
く

天
下
層
家
に
か
か
わ
る
公
的
・
意
志
的
(
そ
の
意
味
で
他
人
に
つ
雷

同
」
し
な
い
個
別
的
な
も
の
、
社
詩
の
「
菱
時
」
の
作
を
重
ん
ず
る

よ
う
に
、
「
時
」
す
な
わ
ち
歴
史
社
会
へ
の
葉
任
を
内
に
含
む
も
の
)

で
あ
っ
た
。
朱
葬
尊
に
と
っ
て
「
詩
」
は
、
こ
の
よ
う
な
会
診
を

言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
今
、
執
筆
年
は
不
詳
な
が
ら
、
北
京
で

警
か
れ
た
「
鑓
雪
楼
詩
集
序
」
で
、
品
群
尊
は
「
号
一
口
志
」
に
代
え
て
曾

て
は
否
定
し
た
を
言
い
、
「
美
刺
」
に
代
え
て
新
し
く
「
温
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柔

敦

淳

」

た

だ

、

そ

れ

あ

る

が

ゆ

え

に

詩

は

政

事

と

教

化

に
益
が
あ
る
の
だ
と
い
う
効
用
論
だ
け
は
変
わ
っ
て
い
な
い
(
こ
れ

は
体
制
的
な
政
治
主
義
に
も
道
を
用
意
す
る
も
の
だ
)
。

こ
の
二
つ
の
論
の
言
わ
ば
中
間
に
「
情
」
や
「
性
情
」
を
「
志
」

と
余
り
区
別
し
な
い
で
使
っ
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る
例
も
幾
っ
か

(
申
ロ
、
お
等
)
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
こ
こ
の
例
だ
け
で
結
論
的
な

事
を
一
一
一
一
口
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
先

の
「
一
一
=
口
志
」
の
論
に
代
わ
っ
て
(
あ
る
い
は
そ
れ
に
混
じ
っ
て
)
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
温
柔
敦
厚
」
の
論
は
、
朱
弊
尊
の
詩
論
が
、

上
述
の
よ
う
な
意
味
で
の
《
志
》
か
ら
《
情
》
へ
と
重
心
を
移
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
詩
風

の
変
選
に
つ
い
て
自
ら
「
騒
前
」
と
よ
ん
だ
「
幽
憂
失
志
の
土
」
と

共
有
し
た
《
志
》
を
言
う
詩
風
、
が
、
や
が
て
三
変
、
四
変
し
て
い
く

の
と
並
行
す
る
変
化
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
私
は
そ
れ
を
、
ほ
ぼ
同
時
的

に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
学
部
(
紗
書
)
へ
の
熱
中
及
び
詞
(
詩

余
)
作
の
開
始
と
も
内
面
で
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
と
考

え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
単
に
朱
葬
尊
個
人
の
問
題
に
止
ま
ら
な

ア

ン

チ

・

ポ

リ

テ

イ

カ

ル

ノ

ン

・

ポ

リ

テ

イ

カ

ル

い
、
「
反
政
治
」
の
文
学
か
ら
「
非
政
治
」
の
文
学
へ
と
い

う
清
初
の
文
学
の
推
移
の
姿
を
見
る
の
で
あ
る
。

を一一一一口う。

結

び

以
上
、
の
「
中
年
以
後
」
の
詩
論
を
見
て
来
た
が
、
実
は
、

彼
の
文
学
論
全
体
の
構
造
の
中
で
は
、
詞
論
と
文
論
と
が
詩
論
を
挟

ん
で
対
極
を
な
す
形
で
、
詩
・
文
・
詞
に
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分
担

さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ら
に
触
れ
る
余
裕
は
も
は
や
な

い
が
、
と
り
あ
え
ず
仮
り
に
ご
く
粗
い
見
取
り
図
だ
け
で
も
提
出
し

て
置
き
た
い
。

ま
ず
文
論
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
(
イ
)
全
体
と
し
て
、
し
ば
し
ば

一
時
文
(
時
芸
・
制
芸
〉
を
捨
て
て
詩
・
古
文
辞
を
学
ぶ
」
と
言
わ

れ
、
詩
と
並
列
さ
れ
て
科
挙
と
対
置
さ
れ
る
。
(
ロ
)
文
章
の
道
は

経
学
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
事
を
強
調
(
*
認
、
位
)
、
六
経
・

諸
史
を
重
ん
じ
(
*
臼
)
学
問
が
大
切
な
一
帯
を
言
う
(
中
部
、
幻
)
。

(
ハ
)
「
達
一
意
」
主
義
を
取
り
、
「
性
情
」
を
重
ん
じ
、
(
一
一
)
「
載
道
」

主
義
を
強
調
(
*
川
崎
、
却
、
印
)
。
(
ホ
)
そ
う
し
た
立
場
か
ら
格
-
調

派
(
秦
漢
擬
古
派
)
に
反
対
し
て
(
三
山
、
白
、
口
付
)
、
唐
宋
古
文

を
取
る
(
*
必
、
必
)
。

l
i過
度
の
単
純
化
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、

文
は
、
先
に
見
た
彼
の
詩
の
倫
理
的
政
治
主
義
(
載
道
主
義
)
の
側

面
を
、
い
わ
ば
分
担
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
詞
論
で
は
(
イ
)

文
論
で
の
達
一
意
主
義
・
載
道
主
義
と
は
反
対
に
、
修
辞
技
巧
を
重
視

し
、
南
宋
詩
の
徴
典
の
作
を
鼓
吹
(
本
的
、
初
)
、
詞
は
南
宋
に
至
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っ
て
始
め
て
「
工
」
と
「
変
」
を
極
め
た
と
し
、
萎
白
石
を
最
高
と

推
す
(
水
出
、
斜
、
礼
、
『
詞
綜
』
発
九
等
)
。
(
ロ
)
認
に
「
雅
」

を
要
求
す
る
(
事
行
、

η
)。
こ
れ
は
「
博
学
」
を
基
礎
と
し
た
修

辞
技
巧
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
詩
認
と
も
に
「
そ
の
術
は

一
つ
」
(
中
侃
、
鎚
)
と
言
わ
れ
、
詩
の
場
合
と
同
様
に
、
中
年
以

後
の
学
問
(
紗
書
)
へ
の
熱
中
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
(
ハ
)

詞
は
「
閤
一
男
児
女
子
の
一
一
一
一
口
を
か
つ
て
、
こ
れ
を
離
騒
変
雅
の
義
に
通

ず
る
」
(
二
凶
)
も
の
で
、
詩
と
「
併
せ
存
す
べ
き
」
だ
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
詩
と
い
う
い
わ
ば
公
的
な
領
域
か
ら
は
み
出
す
題
材
の
た

め
に
、
詩
の
外
に
、
よ
り
自
由
な
私
的
な
叙
情
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
あ
り
、
詩
論
の
「
器
呂
志
」
か
ら
「
混
柔
敦
厚
」
へ
の
変
化
と
見
合

う
事
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
中
年
以
後
」
の
こ
の
変
化
は
、

亡
国
を
友
し
む
「
変
雅
の
体
」
を
、
詩
の
外
、
認
と
い
う
私
的
叙
情

の
領
域
に
押
し
出
し
、
私
的
叙
情
の
領
域
を
「
艶
詞
」
に
ま
で
拡
張

す
る
事
を
意
味
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
始
め
に
見
た
と
お
り
、
朱
弊
尊
の
文
学
の
出
発
点
に
お
け

る
「
一
寸
一
口
志
」
説
に
い
う
「
志
」
は
政
治
的
だ
っ
た
が
、
彼
の
文
学

者
・
学
者
と
し
て
の
自
覚
は
「
反
」
政
治
的
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

正
義
派
特
有
の
党
派
的
政
治
主
義
へ
の
批
判
が
あ
り
、
敢
え
て
言
え

ば
、
「
個
人
」
の
自
覚
に
基
づ
く
「
文
学
・
学
問
の
自
律
」
の
原
理

の
上
に
立
っ
た
、
政
治
・
社
会
・
集
団
へ
の
関
与
と
い
う
近
代
精
神

の
萌
芽
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
見
た

「
中
年
以
後
」
の
変
化
は
、
「
反
i

一
政
治
の
文
学
か
ら
「
非
」
政
治
の

文
学
へ
の
変
遷
と
概
括
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
公
的
・
政
治

的
な
「
士
と
が
、
私
的
・
非
政
治
的
な
「
清
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
過
程
で
あ
り
、
文
論
と
詩
・
詞
論
と
の
一
種
の
分
裂
の
進
行
し
た

過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
「
政
治
(
日
集
団
)
」
対
「
文
学

(
1

個
人
)

l

一
と
い
う
図
式
は
残
っ
て
い
る
が
、
政
治
を
含
め
て
自
然
と

社
会
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
主
体
的
能
動
的
な
「
個
人
」
と
い

う
、
真
に
近
代
的
な
人
間
の
成
立
に
は
逆
行
す
る
も
の
で
し
か
な
か

っ
た
。
従
っ
て
彼
に
お
け
る
「
学
」
は
、
伝
統
的
な
「
道
徳
の
学
」

に
止
ま
り
(
む
し
ろ
古
典
趣
味
へ
の
逆
行
さ
え
み
ら
れ
)
、
「
実
学
へ

(
7
)
 

の
転
換
」
も
「
文
学
の
自
律
」
も
生
ま
れ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
か

く
て
、
朱
葬
尊
の
「
一
一
一
一
口
志
」
説
か
ら
「
温
柔
敦
厚
」
説
へ
の
変
化
の

過
程
は
、
結
局
、
明
末
清
初
の
東
南
知
識
人
の
反
体
制
的
な
載
道
主

義
を
、
後
の
沈
徳
潜
の
「
温
柔
敦
厚
」
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
体

制
的
な
載
道
主
義
へ
と
媒
介
す
る
位
置
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
務
方
震
が
梁
啓
趨
の
『
清
代
学

術
概
論
』
へ
の
序
文
で
提
起
し
て
い
る
間
い
(
一
、
康
照
以
後
、
科

学
の
輪
入
が
頓
挫
し
た
の
は
何
故
か
。
二
、
顧
亭
林
以
後
、
致
用
の

学
が
何
故
、
経
典
の
考
証
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
)
と
同
じ

問
題
で
あ
る
。
〈
仕
7
5
改
め
て
関
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え



る
た
め
に
は
、
文
学
史
の
問
題
を
同
時
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

へ
の
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
取
り
敢
え
ず
の
結
び
と
し
た
い
。

注(

l

)

竹
内
好
は
『
現
代
中
国
論
」
で
、
日
本
の
そ
れ
は
、
近
代
的
分
業
で

は
実
は
な
く
、
封
迎
的
'
縄
張
り
意
識
に
過
ぎ
ぬ
と
指
摘
し
た
。

ハ
2
〉
向
上
書
。
儒
教
や
仏
教
の
中
に
は
「
精
神
に
似
た
も
の
1

一
が
あ
っ
た

と
す
る
。

(
3
)

内
村
鑑
三
吋
代
表
的
日
本
人
h

序
文
。

(
4
〉
円
保
書
亭
集
い
中
か
ら
朱
鉢
尊
の
文
学
論
を
見
る
事
の
で
き
る
資
料

と
し
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
詩
篇
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
括
弧

内
は
『
爆
警
亭
集
』
の
巻
数
を
一
部
す
。
)

(
一
)
詩
論
を
見
得
る
も
の
。

m、
与
高
念
担
論
詩
書
(
第
出
巻

)ω
、
寄
礼
部
韓
尚
蜘
歯
車
両
(
第
お
単
一
」
〉

ω、
答
刑
部
主
尚
書
論
明
詩
書
(
第
お
巻
)
川
出
、
寄
・
一
査
は
偲
予
一
端
修
諮
問
(
第

お
巻
)
倍
、
梁
総
選
誌
序
(
第
お
巻
)
郎
、
放
胆
詩
序
(
第
話
器
)
)
町
、

清
風
集
序
(
第
お
巻
)
館
、
天
愚
山
人
詩
集
序
(
第
お
巻

)ω
、
九
歌
草

川
弘
詩
集
序
(
第
お
巻
)
山
、
十
一
打
諮
詩
集
序
(
(
第
お
巻
)
口
、
王
礼
部
詩

序
(
第
幻
巻
〉
ロ
、
銭
舎
人
詩
序
〈
第
幻
巻
)
目
、
程
職
方
詩
集
序
(
第

訂
巻
)
日
、
葉
指
揮
詩
序
(
第
幻
巻
)
目
、
了
武
選
詩
集
序
(
第
幻
巻
)

問
、
王
学
士
西
征
草
序
(
第
幻
巻
)
口
、
銭
学
士
詩
序
(
第
幻
巻
)
問
、

熊
碧
山
一
房
詩
序
(
第
幻
巻
)
山
口
、
徐
電
発
南
洲
集
序
(
第
幻
巻
)
初
、
石

間
集
序
(
第
お
巻
)
引
、
尚
喜
説
公
刻
集
序
(
第
お
巻
)
山
口
一
、
王
先
生
言

遠
詩
序
(
第
お
巻
)
お
、
葉
李
二
使
君
合
刻
詩
序
(
第
お
巻
)
山
、
高
会

人
詩
序
(
第
お
巻
)
お
、
初
参
議
転
漕
雑
詩
序
(
第
お
巻
〉
お
、
張
君
詩

序
(
第
沼
巻
)
幻
、
陳
史
詩
集
序
(
第
お
巻
〉
認
、
鴻
君
詩
序
(
第
お
巻
)

泊
、
高
戸
部
一
詩
序
(
第
お
巻
)
初
、
沈
明
府
不
撰
集
序
(
第
お
巻
)
出
、

劉
徳
章
詩
序
(
第
お
巻
)
也
、
情
雪
楼
詩
集
序
(
第
何
日
巻
)
お
、
張
此
議

詩
序
(
第
お
巻
)
似
品
、
成
周
ト
詩
集
序
(
第
泊
巻
)
お
、
南
湖
居
士
詩
序

(第
mm
巻
〉
話
、
鵠
華
山
人
詩
集
序
(
第
mm
巻
)
幻
、
劉
介
子
詩
序
(
第

叩
抑
止
官
〉
潟
、
初
、
氷
叔
詩
序
(
第
小
山
巻
〉

m
u
、
在
司
域
詩
序
(
第
m
J
巻
)

ω、
李
上
舎
瓦
桁
集
序
(
第
鈎
巻
)
川
出
、
王
崇
安
一
一
汗
序
(
第
m
u
巻
)
位
、

棟
一
苧
詩
序
(
第
お
巻
)
必
、
橡
村
詩
序
(
第
mm
巻
)
組
、
東
浦
詩
紗
序

(
第
小
山
巻
〉
品
、
撃
剣
南
集
後
(
第
臼
巻
)
必
、
王
処
士
墓
誌
銘
(
第
九

栄
」
)
幻
、
知
伏
先
県
事
持
君
墓
誌
銘
(
第
万
巻
)

(
二
)
文
論
を
見
得
る
も
の
。

品
、
与
李
武
骨
論
文
書
(
第
出
巻
)
持
、
査
諮
荒
弟
帯
一
一
臼
(

H

H

)

印
、
報

李
天
生
誕
百
(
グ
)
出
、
与
額
寧
人
書
(

H

H

)

臼
、
答
胡
司
皐
書
(
第
お

巻
)
日
、
道
伝
録
序
(
第
お
巻
)
出
、
山
一
点
文
公
文
紗
序
(
第
お
巻
)
旬
、

王
文
成
公
文
紗
序
(

H

H

)

町
、
寅
先
生
遺
文
序
(

h

H

)

U

、
王
築
夫
白
出

集
序
(
グ
〉
話
、
秋
水
集
序
(
第
訂
巻
)
日
、
民
蜂
文
集
序
(

H

H

〉
印
、

処
士
文
君
墓
誌
銘
(
第
九
巻
)

(
一
ニ
〉
詞
論
を
見
得
る
も
の
。

日
、
楽
府
補
題
序
(
第
お
巻
〉
位
、
宋
院
判
詞
序
(
第
必
巻
〉
白
、
政

緯
雲
紅
塩
詞
序
(
グ
)
山
山
、
壁
一
蝶
斎
詩
余
序
(
グ
)
街
、
蒋
京
少
梧
月
詞

序
(
グ
)
郎
、
紫
雲
詞
序
(
内
庁

)

U
、
持
(
百
円
一
斑
振
雅
堂
詞
序
(

H

H

)

臼、

一
忠
彦
林
詞
序
(
か
)
的
、
魚
計
荘
認
序
(

h

H

)

向
、
水
村
琴
趣
序
(
グ
)

η
、
群
雅
集
序
(
グ

)
η
、
楽
府
雅
詞
政
(
第
必
巻
)
ね
、
書
絶
妙
好
詞
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後
〈
内
庁
〉
円
円
、
官
一
聞
東
町
詞
巻
後
(
第
お
巻
)

(
こ
の
他
に
、
詩
に
つ
い
て
は
『
明
詩
綜
』
一
百
巻
、
『
静
志
居
詩
話
』
二

十
四
巻
等
を
、
ま
た
詞
に
つ
い
て
は
『
詞
綜
」
二
二
十
巻
等
を
挙
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
〉

(

5

)

祁
彪
佳
寓
簡
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
「
那
六
公
子
墓
誌

銘
」
〈
全
祖
望
立
良
川
亭
集
』
巻
二
ニ
〉
、
『
小
朕
紀
伝
』
巻
五
二
(
競
耕
〉
、

「
伊
丹
毅
先
生
墓
表
」
(
円
曝
致
問
亭
集
』
巻
七
二
)
に
拠
り
、
そ
の
他
『
小
膜

紀
伝
』
『
清
史
稿
』
『
静
志
居
詩
話
』
『
嘉
輿
府
志
』
中
の
関
連
人
物
の
項
、

円
曝
書
亭
集
』
中
の
彼
ら
と
の
贈
答
の
詩
詞
等
を
参
照
。

(

6

)

朱
鉢
尊
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、
『
曝
書
亭
集
』
特
に
古
今
詩
の
編

年
、
が
基
礎
資
料
と
な
る
外
、
楊
謙
「
朱
竹
吃
先
生
年
譜
」
(
『
曝
書
亭
詩

註
』
付
録
)
は
じ
め
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
っ
た
。

(
7
〉
丸
山
真
男
「
一
部
沢
に
於
け
る
実
学
の
転
回
」
(
《
東
洋
文
化
研
究
》
第

三
号
、
昭
和
二
二
年
)
及
び
「
福
沢
一
諭
吉
の
哲
学
」
(
《
留
家
学
会
雑
誌
》

第
六
十
一
巻
第
三
号
、
昭
和
二
三
年
)
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(
東
京
女
子
大
学
)




